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レポータ  ーヒト iPS 細胞株 23C27 を樹立した。具体的にはヒト AQP1 の配列を含む












発現を評価したところ、AQP1 陽性細胞において AE2,GGT などの成熟胆管マーカー遺
伝子は発現していなかったが、CK7, SOX9, CFTR, CK19, OPN, JAG1, TGFBR2, 
EGFR, HNF1B, DLK1, HHEX, TGR5, SLC10A2等の複数の胆管上皮細胞マーカー遺




























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成３１年４月１２日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
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